
　
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
全
域

が「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
」の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
な

か
、
大
分
県
議
会
で
は
六
月
三

日
に
急
き
ょ
臨
時
会
が
招
集
さ

れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

と
、
次
の
段
階
と
し
て
の
経
済

活
動
の
回
復
と
の
両
立
を
見
据

え
た
対
策
を
講
じ
る
補
正
予
算

の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、緊
急
を
要
す
る
た
め
、

会
期
は
一
日
間
と
し
て
集
中
審

議
を
行
い
、
全
会
一
致
で
補
正

予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

■
社
会
・
経
済
に
対
す
る
影

響
は
広
範
か
つ
深
刻

　

補
正
予
算
を
審
議
す
る
臨
時

会
の
招
集
は
、一
九
九
二
年（
バ

ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
対
策
予
算

を
審
議
）
以
来
じ
つ
に
二
十
八

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
だ

け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
社
会
・
経
済
的
影
響

が
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

■
会
派
代
表
か
ら
議
案
質
疑

を
行
い
、補
正
内
容
を
補
強

　

今
回
の
臨
時
会
に
あ
た
っ
て

は
、一
般
質
問
の
場
は
設
け
ず
、

県
民
ク
ラ
ブ
を
含
む
四
つ
の
会

派
か
ら
上
程
議
案
に
対
す
る
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。（
議
案
質

疑
の
内
容
は
裏
面
に
掲
載
）

■
感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済

活
動
回
復
の
両
面
を
強
化

　

県
は
、感
染
拡
大
の
第
二
波
、

第
三
波
に
備
え
、
二
十
四
時
間

対
応
の
相
談
窓
口
の
設
置
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
強
化
、
マ
ス

ク
等
の
医
療
用
資
材
の
配
備
等

を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

戦
後
最
大
の
経
済
危
機
と
言

わ
れ
る
状
況
下
、
暮
ら
し
と
雇

用
を
守
り
な
が
ら
、
社
会
経
済

活
動
を
回
復
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

「新型コロナ」感染の拡大防止
県民の暮らしを守る

臨時会で補正予算を審議
経済的危機は戦後最大規模に経済的危機は戦後最大規模に
臨時交付金等、国の資金に加え臨時交付金等、国の資金に加え

県財政調整用基金を取り崩して対策県財政調整用基金を取り崩して対策

　新型コロナウイルス感染症対策と
して、３つの補正予算が編成されて
きました。この内から特徴ある事業
を抜粋して説明します。
＊予算額は既決予算との累計

第１弾（2019 年度３月補正予算）

　感染拡大防止策と医療提供体制の
整備、学校の臨時休業に伴う課題等
に対応するため、緊急的に対応が必
要な経費などを予算化。
 【予算総額】　　　846,148千円
１.感染拡大防止策と医療提供 

体制の整備
①社会福祉施設等衛生用品確保対

策事業　　　　【40,056千円】
　再利用可能な布製マスクや消
毒液等の衛生用品を県が一括購
入し、社会福祉施設等に配布す
る。また、衛生用品の購入に要
する経費に対し助成する。

②感染症予防対策事業
【120,784千円】

　新型コロナウイルス感染症の
入院患者を受け入れる医療機関
の個人防護具、体外式膜型人工肺
の購入に要する経費に対し助成
する。

２.学校の臨時休業に伴って生じ
る課題への対応

①生活福祉資金貸付事業
【323,389千円】

　「新型コロナ」の影響で収入
が減少した世帯（フリーラン
ス、個人事業主含む）の生計等
の維持を図るため、特例貸付を
実施する。

②公立学校等臨時・特別入学支度
金給付事業　【273,599千円】
　県内の国公立小・中・高等学
校に入学する児童生徒の精神的
負担の軽減及び学習意欲の醸成

を図るため、新年度からの学習
準備などに活用できる商品券

（１万円／人）を交付する。
＊私立学校にも同様の措置あり

３.事業活動の縮小への対応
①おんせん県宿泊施設感染症対策

強化支援事業　【61,000千円】
　「新型コロナ」感染防止の効果
的な強化策に取り組む宿泊施設
を支援するとともに、その取組
等を広く情報発信する。

第２弾（2020 年度４月補正予算）

　感染拡大防止策と医療提供体制の
整備や、雇用の維持と事業の継続を図
るため、追加・緊急的に対応する必要
があるものについて直ちに取り組む。 

【予算総額】　　５,071,235千円
１.感染拡大防止策と医療提供 

体制の整備
①県立学校等衛生用品確保対策 

事業　　　　　【58,877千円】
　消毒液等の衛生用品を県が一
括購入し、県立高等学校、中学校
及び特別支援学校に配布する。ま
た、公立幼稚園向け衛生用品の購
入に要する経費に対し助成する。
＊私立学校にも同様の措置あり

②軽症者等療養体制整備事業
【201,330千円】

　感染症患者の増加に対応可能
な医療体制を構築するため、無
症状や軽症の患者が療養する宿
泊施設及び医療従事者等を確保
する。

③地震・津波等防災・減災対策推
進事業　　　【150,000千円】
　災害時における避難所での感
染リスクの低減を図るため、避
難所の衛生備品等の整備に要す
る経費について、市町村に対し
助成する。

「新型コロナ」関連対策事業概要 2.雇用の維持と事業の継続
①事業者向け相談センター設置 

事業　　　　　【10,000千円】
　県民への自粛要請により影響
を受ける事業者の不安を払拭
するため、事業者向け相談セン
ターを設置する。

②小規模事業者等雇用維持支援 
事業　　　　　【８,940千円】
　雇用調整助成金の申請にあたり、
小規模事業者等を支援するため、雇
用維持支援センターを設置する。

③飲食店を通じた感染拡大防止対
策事業　　　　【60,000千円】
　飲食店の商品を配達等により
応援する団体等に対し助成す
るとともに、飲食店のクラウド
ファンディングを活用した取組
等を支援する。

第３弾（2020 年度６月補正予算）

　緊急事態宣言の解除等により新た
な局面を迎え、経済活動の回復との
両立や将来を見据えた社会・経済構
造の構築を図っていく。 

【予算総額】　　26,657,252千円
１.感染拡大防止策と医療提供 

体制の整備
①感染症予防対策事業

【３,007,163千円】
　第２波に備えてＰＣＲ検査体制
の充実を図るため、県内５か所に
ＰＣＲ検査センターを設置する。
　また、感染リスクが高い手術
を受ける患者等が行うＰＣＲ検
査の自己負担額を助成するほ
か、医療用マスク等を備蓄する。

２.次の段階としての経済活動の
回復

①サービス産業の新しい生活様式
移行定着支援事業

【12,300千円】
　サービス産業における感染拡
大の防止と社会経済活動の両立

を図るため、「新しい生活様式」
への移行・定着に向けた取組を
進める。

②おんせん県誘客回復推進事業
【298,525千円】

　収束期に向けて、九州、中四国、
関西を中心に情報発信を行うと
ともに、九州圏内の旅行業者と連
携した割引商品を造成する。

３.将来を見据えた社会・経済構
造の構築

①おおいたスタートアップ支援 
事業　　　　【158,835千円】
　環境の変化に対応する小売店や
サービス業等の新たなビジネス創
出を促進するため、遠隔コミュニ
ケーションツールやＳＮＳ等を活
用した事業展開の指導等を行う。

②県立学校ＩＣＴ活用授業推進 
事業　　　【１,441,869千円】
　県立学校のＩＣＴ教育環境整
備を加速するため、県立中学校、
高等学校及び特別支援学校にタ
ブレット型端末を整備するとと
もに、緊急時における家庭学習
環境を整備する。
＊私立学校へも事業の助成措置あり

４.安心・活力・発展プランの 
推進

①スペースポート推進事業
【98,473千円】

　大分空港をアジア初の水平型
宇宙港として活用するため、経
済波及効果や施設整備等に関す
る調査を実施する。

全員マスクを着用して本会議へ出席

佐伯市米水津「空の公園」
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公式LINEはコチラ
木田昇の議会・政務活動を随時更新中。
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二
十
世
紀
最
悪
と
言

わ
れ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

（
感
染
症
の
世
界
的
流

行
）
の
「
ス
ペ
イ
ン
風

邪
」
か
ら
百
年
。
今
、

人
類
は
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
▼
年
初
に
警

鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
こ
の
半
年

間
、
保
健
所
、
医
療
機
関
、
介

護
や
福
祉
、
教
育
現
場
を
は
じ

め
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
対
応
で

き
な
い
現
場
の
最
前
線
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
」
に
向
き
合
い
、
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
ご
尽

力
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ん
へ
敬
意

を
表
し
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
▼
国
内

の
感
染
拡
大
は
皆
さ
ん
の
協

力
で
抑
制
さ
れ
、「
緊
急
事
態

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
た
も
の

の
、
こ
の
間
、
事
業
や
暮
ら
し

に
与
え
た
影
響
は
広
範
に
及

び
ダ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
、
経
済

危
機
と
し
て
は
戦
後
最
大
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
▼
経

済
・
社
会
の
回
復
パ
タ
ー
ン
の

表
現
と
し
て「
Ｖ
字
」、「
Ｕ
字
」

あ
る
い
は
「
レ
字
」
と
様
々
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
な

く
と
も「
Ｖ
」や「
Ｕ
」の
様
に
、

元
の
位
置
に
は
戻
ら
な
い
の
で

は
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
新
た

な
生
活
様
式
」
と
の
言
葉
も
生

ま
れ
た
よ
う
に
、
人
々
の
行
動

や
志
向
は
確
実
に
変
化
し
て

い
ま
す
▼
都
会
の
人
口
密
集

地
で
の
感
染
拡
大
は
「
都
市
の

リ
ス
ク
」
を
表
面
化
さ
せ
ま
し

た
。「
一
極
集
中
」
を
是
正
し
、

地
方
に
活
力
を
生
み
出
す
好

機
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

知
恵
を
絞
り
、
新
た
な
大
分
を

創
り
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
。

竹の子記

４月
▷種子条例（仮称）策定準備会
▷生活総点検活動現地調査
▷緊急事態宣言が全国に発出
「新型コロナ」の影響で、全
国的に「巣ごもり暮らし」
が増える。（乾しシイタケ
と新茶を手づくり）
▷第11回県議会政策検討協議会
▷県議会福祉保健生活環境委員会

５月
▷緊急事態宣言が全国で解除
▷福祉保健生活環境委員
会県内所管事務調査

「新型コロナ」感染症拡大
対策のため、初の試みとし
てオンライン会議形式で
実施。（竹田、佐伯、宇佐、国東、日田と結んで質疑・意見交換）

６月
▷大分県拠点施設「dot.」
　オンライン内覧会

福岡市中心部に大分県への
就職・移住相談を行う拠点
施設がオープン。（呼称は

「ドット」）
▷2020年第１回臨時会
▷大友氏館跡庭園が完成

大分市中心部で発掘
された国指定史跡「大
友氏遺跡」に400年前
の庭園が復元。当時
の大名館の庭園とし
ては最大級の規模。
▷2020年第２回定例県
議会開会
▷第11回県議会政策勉強会
▷連合大分「拡大政策・制度委員会」

最近の動き最近の動き

　

六
月
三
日
の
臨
時
会
に
お
い

て
、会
派「
県
民
ク
ラ
ブ
」を
代
表

し
て
議
案
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

（
持
ち
時
間
十
分
の
た
め
、次
の
五

項
目
に
絞
っ
て
質
疑
）

〈
質
疑
項
目
〉

一
．
令
和
二
年
度
大
分
県
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に

つ
い
て

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
県
独
自
の
支
援
策

に
つ
い
て

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
事
業

者
等
の
支
援
に
つ
い
て

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
広
報
に
つ
い
て

④
県
高
校
総
体
に
つ
い
て

二
．
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て

－「
新
型
コ
ロ
ナ
」
に
対
す
る

県
独
自
の
支
援
策
に
つ
い
て

－

　
（
木
田
）
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
防
止
対
策
等
に
つ
い
て
、
専
決
処

分
し
た
四
月
の
補
正
予
算
の
大
半
が

国
庫
支
出
金
を
財
源
と
し
た
も
の

で
、
県
独
自
の
財
源
を
持
ち
出
す
事

業
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

四
月
末
の
段
階
で
も
、
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
く
県
民
生
活
に

は
か
な
り
ひ
っ
迫
し
た
状
況
も
あ

り
、「
県
独
自
の
支
援
策
は
な
い

の
か
」
と
の
県
民
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
六
月

補
正
予
算
案
で
は
、
県
の
基
金
を

大
き
く
取
り
崩
し
て
独
自
の
事
業

が
多
く
組
み
込
ま
れ
安
堵
し
て
お

り
ま
す
。

　

国
の
予
算
決
定
時
期
と
の
関
連

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、早
い
段
階

で
県
独
自
の
支
援
策
を
打
ち
出
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
六
月
補
正
予
算
案
に
込
め

た
知
事
の
県
独
自
事
業
に
対
す
る

思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
答
弁
）
緊
急
事
態
宣
言
も
解

除
さ
れ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
感
染
防
止
対
策

に
加
え
、
経
済
活
動
の
回
復
や
将

来
を
見
据
え
た
社
会
・
経
済
構
造

の
構
築
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
政
調
整
用

基
金
を
思
い
切
っ
て
活
用
し
、
経

済
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
積

極
的
な
対
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
般
の
緊
急
対
策
を
強
力

に
推
し
進
め
、
こ
の
困
難
に
立
ち

向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

－

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
事

業
者
等
の
支
援
に
つ
い
て

－

　
（
木
田
）
今
回
の
補
正
予
算
案
の

編
成
の
考
え
方
の
一
つ
に
、「
将
来
を

見
据
え
た
社
会
・
経
済
構
造
の
構
築

を
図
る
必
要
が
あ
る
」と
あ
り
ま
す
。

　

人
類
史
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
十
四
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

猛
威
を
振
る
っ
た
ペ
ス
ト
が
き
っ

か
け
で
、
後
の
宗
教
改
革
や
ル
ネ

サ
ン
ス
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
」を
通
じ
て
は
、
世
界

的
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
環
境
・
社
会
・
企
業
統

治
に
配
慮
し
て
い
る
企
業
を
重
視
・

選
別
し
て
行
な
う
投
資
」、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
と
い
う
も
の
も
世
界
の
投
資
家
は

重
要
視
し
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。

　

現
状
、
事
業
者
の
当
面
の
資
金

繰
り
等
を
支
援
す
る
こ
と
が
最
優

先
で
す
が
、「
コ
ロ
ナ
後
」の
社
会

を
展
望
し
、補
正
予
算
で
あ
げ
ら
れ

た
各
種
事
業
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
事
業
者
等
を
支
援
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　
（
答
弁
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た

社
会
課
題
の
解
決
に
は
、
新
た
な
技

術
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出
が

重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
補
正

予
算
で
は
、
地
域
の
Ｉ
Ｔ
技
術
者
な

ど
が
主
体
と
な
り
、
地
域
課
題
の
解

決
を
目
指
す
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
を
支

援
す
る
事
業
や
、
県
内
の
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
活
用
し
、
地
域
の
遠

隔
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
事
業
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
業

を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む

事
業
者
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

＊
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
：「Sustain

able 
D

evelopm
ent G

oals

／
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」。
国
際
社
会

全
体
が
人
間
活
動
に
伴
い
引
き

起
こ
さ
れ
る
諸
問
題
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
認
識
し
、
協
働
し
て

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

（
他
の
質
疑
内
容
の
趣
旨
）

－

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
広
報
に
つ
い
て

－

　

本
県
で
は
感
染
症
拡
大
を
防
止

す
る
「
一
定
の
移
行
期
間
」
を
設

け
、
段
階
的
に
社
会
経
済
の
活
動

レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
と
し
て
い

る
。
外
出
自
粛
な
ど
県
民
が
と
る

べ
き
行
動
の
目
安
や
、
各
種
支
援

策
の
相
談
方
法
が
分
か
り
づ
ら

く
、
新
聞
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て

広
報
し
て
も
ら
い
た
い
。

－

県
高
校
総
体
に
つ
い
て

－

　

延
期
さ
れ
て
い
た
県
高
校
総
体

の
開
催
が
決
定
さ
れ
、
生
徒
や
保

護
者
た
ち
に
希
望
が
湧
い
た
。
今

し
か
な
い
「
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
」
を

し
っ
か
り
支
援
し
て
も
ら
い
た
い
。

＊
「
災
害
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
」は
、
紙
面
左
の
「
防
災
メ
モ
」

に
関
連
の
内
容
を
記
載
し
て
い

ま
す
。

2020 年第１回
臨 時 会
議案質疑・答弁
詳細はHPから 大分県議会 検索

木田昇の
防災士

防災
メモ
－感染症対策と避難行動－

今年も出水期に入りました。今回の
新型コロナウイルスの状況を踏まえ、

「３密を避ける」、「体温チェック」など、
災害時の避難所運営マニュアルが見直
しされています。

避難者一人当たりの面積を確保しよ
うとすれば、避難所の数を増やすことも
必要ですが、物理的に困難な地域も出て
くるかもしれません。また、コロナウイ
ルスの感染を意識するあまり、避難をた
めらうようなことにもなりかねません。

こうした懸念から、県は感染症対策を
踏まえた避難所運営訓練を実施し、受付
時の手順やゾーニング等、具体的対応策
について市町村と連携し、地域の自主防
災組織と確認・検証を進めてきました。

ウイルスは目に見えず、感染の恐れを
感じるかもしれませんが、自然災害は目
前の脅威です。気象情報や避難情報に
注意を配り、危険を感じたら躊躇するこ
となく、避難行動をとってください。

　紙面の都合上、質問と答弁のすべてを紹介できず、申し訳
ございません。なお、県議会HPにて今臨時会の全録画を
視聴できます。
（「http://www.oita-pref.stream.jfit.co.jp/」
→「会議名から選ぶ」→「令和２年第１回臨時会」を選択）

県議会ホームページにて県議会ホームページにて
臨時会の中継録画を視聴できます臨時会の中継録画を視聴できます


